
 吹田市シェアサイクル事業について 

（１）概要 

シェアサイクルは、エリア内に複数のポート（自転車の貸出、返却場所）を配置し、どのポ

ートでも電動自転車の利用が可能な短時間・短距離の移動を目的としたもので、吹田市で

は「吹田市自転車利用環境整備計画」に位置づけられております。 

令和３年１月から令和７年（２０２５年）３月３１日まで実証実験を実施し、令和７年４月よ 

り吹田市の事業として本格実施いたします。 

実施事業者につきましては、公募型プロポーザル方式にて提案事業者を募りました。 

事業者からの事業提案書の提出及び選定委員会によるヒアリングの結果、最優秀提案事

業者として実証実験と同様のHELLO CYCLINGを運営しているOpenStreet㈱が選

定されました。 

 

 阪急山田駅前東駐輪場 

 （２）導入目的 

① 公共交通機関と連結し東西の移動を補完する 

② バス路線で補えない小回りの利く交通手段、地域の回遊性向上 

③ 違法駐輪を減らし、地域の美化、歩道の安全性を高める 

④ 通勤、通学の時間短縮と健康の増進、二酸化炭素排出の抑制 

⑤ 災害時、鉄道の不通、交通集中により移動が困難な場合の移動手段 

⑥ コロナウィルス対策として「３つの密」を回避する移動手段 

 

（３） シェアサイクルポート及びラック数の推移 

年度 ポート数（箇所） ラック数（台） 

令和３年 35 242 

令和４年 59 442 

令和５年 64 465 

令和７年１月現在 85 617 

 

資料２ 



（４）吹田市内シェアサイクルポート配置図



（４）公共交通の補完について 

 当初、本市でシェアサイクル導入に伴い従来、公共交通機関を利用されていた方が、シェアサ

イクルに移動手段を変更されることにより、各交通機関の乗客数減・収入減に大きく影響する

のではないかと考えられたことから、アンケートによって利用実態を調査いたしました。 

アンケート概要 

対象者  ：16,934名※1 

回答者  ：510名 

回答期間 ：2024年3月 15日（金）〜 2024年 3月29日（金） 

※1 2023年 1月〜12月の間に吹田市でHELLO CYCLINGをネイティブアプリから利用したユーザ 

 

実証実験を開始して以降、公共交通機関各社からシェアサイクルが利用者数に大きな影響を

与えているという声はございませんでした。 

また、シェアサイクルによって公共交通の利用が減ったという回答があるものの、同様に公

共交通と組み合わせた利用が増えたという意見があり、市内の移動手段を選択できるように

なったと考えております。 

 したがって、シェアサイクルは公共交通機関に「とって代わる」ものではなく、 

「共存できる」移動ツールであるとともに、時間や移動手段として公共交通機関を補完する役

割を担うものと考えております。 
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クロスデータ集計結果（複数回答有）
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